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⑳
慨
系
偽
し
で
知
修
恥
て
ゐ
お
も
の
塾
あ
み
ゆ
そ
¢
代
ウ
砿
今
度
は
全
然
何
φ
盤
系
志
存
准
し
な
い
篭
乏
箪
な
つ
嚢
。
齢
ち
、

．

響
暑
蓼
蔑
婆
毒
鐙
老
嵐
に
、
、
釜
蓋
讐
葬
畢
歪
嘉
峯
、
肇
毒
傷

鑑借誇

電
曾
墨
慧
誉
謝
蕎
溺
葺
．
燈
・
幾
、
導
、
津
イ
慨
で
は
露
婁
明
．
馨
遷
、
図

畢
ア
蛋
蕎
聡
（
影
鶴
権
鋸
翫
・
器
ぎ
・
）
竜
璽
れ
て
ゐ
ゑ
h
一
。
、
、
輔
肖
灘
フ
潜
寺
塵
に
於
ギ
は
、

煽
婁
、
薔
房
簡
、
麗
レ
馨
，
藩
の
讃
3
そ
澱
塞
肇
さ
籍
嚢
程
に
ぢ
て
」
驚
携
鐘
霧
儒
で
廉

墨
ト
の
選
演
、
董
嚢
を
黎
婆
凄
屋
は
竣
し
で
、
．
我
々
は
、
、
3
甚
㎡
．
パ
塵
婁
奮
糠
に
書
覧
出

異
薩
碧
、
蓄
な
る
濡
盈
ご
。
澱
）
ザ
」
力
入
が
遷
糠
義
を
萎
こ
≧
う
齋
く
の
如
く
で
あ
認
、
．
髭

儀
舜
虜
馨
薫
が
逡
の
で
率
舞
潅
登
璽
義
の
慧
は
．
法
嚢
義
釜
混
な
い
．
強
蓋

惚
遭
富
3
鋒
、
徽
φ
躍
工
腰
．
署
壽
壼
込
蓉
馨
澱
と
葦
虐
．
識
響
の
長
い
悟
彊
露
肇

虐
2
て
博
臓
導
柴
耀
、
．
混
同
．
嚢
言
津
フ
叢
智
餐
を
謙
る
だ
藻
れ
遥
饗
辺
留
異
豊
畜
目

釣
と
書
筆
れ
馨
嚢
藷
ず
鏡
則
の
撃
書
、
｛
、
制
し
て
蓋
馨
解
（
曙
画
陰
・
瞬
・
喜
．
．
秘
”
の
攣
は
翠

ど
の
で
あ
る
査
呈
）
．
’
嚢
壌
に
轟
望
る
）
よ
あ
蔑
陪
養
警
れ
る
量
る
セ
旗
こ
と
、
冠
の
謹
讐
宍

奮
葛
れ
着
鹸
各
て
暮
ぎ
で
受
署
£
童
影
睾
莚
の
事
賛
鳶
董
ぎ
夢
確

髪
護
餐
懲
去
毒
逢
と
淫
馨
．
、
蓼
護
嬰
緊
協
は
、
、
鷲
管
は
博
豪
惚
鶏
鐙
嚢
参
決
峯
冶

の
で
あ
ξ
（
ろ
穴
）
鼻
み
勢
、
香
釜
擦
警
」
、
嚢
の
奮
を
蕎
憲
お
逢
穿
・
翫
の
影
於
ギ
、
．
、
蓬



壕
峯
籔
立
玄
．
蓼
が
蓬
摩
藷
語
葵
隠
翻
譲
義
と
究
響
農
．
－
か
や
漆
嚢
藷
す
の
蕩
為

，
憲
馨
＆
、
蕊
震
虫
夢
響
窺
製
塗
蓼
と
象
け
養
な
毎
鐘
旛
、
盤
に
蔚
か
．
そ
毒
、
萎
の

屡
慧
鷺
意
箭
蕩
災
番
暑
壌
る
鍵
憲
急
譲
穫
・
熟
肇
ゐ
怨
・
馨
鍵
繁
聖

曇
警
を
馨
発
㌻
誉
、
騎
窮
藍
儲
ゑ
禦
だ
参
て
．
募
劣
書
擁
参
れ
そ
誘
象
．
落

煮
藩
瓢
吉
塩
が
泌
零
あ
つ
隻
婁
桑
羅
に
毒
読
猿
暑
彗
、
薫
鼻
諮
警
写
つ
義

縫
響
婁
釜
・
篇
藤
羅
よ
釜
馨
導
誓
蓄
馨
や
棄
薔
答
繋
許
奮
儂
欝

蓄
饗
喜
書
ぞ
ル
嘱
亀
葛
薯
嚢
婆
閉
優
毅
霧
窺
側
量
わ
婁
を
量
．
喜
誉
奪
磐

て
、
選
婆
は
蓬
紀
寮
に
慮
複
葉
艦
を
、
示
し
寵
，
婁
玄
に
、
識
響
せ
、
ム
・
理
的
な
、
塞
啄
・
擾
あ
・
、
杜
奨

諏
軍
聴
暴
に
與
囚
ら
れ
る
や
う
な
飾
の
陣
う
な
、
・
規
則
の
組
細
工
を
爽
屡
菅
レ
め
鴛
の
で
あ
る
』
・
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一
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）
。
義
凌
は
此
虞
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詮
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の
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畳
．
規
遷
墾
楼
懐
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や
ン
餐
撃
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な
い
傷
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か
．
象
煙
蓉
義
萎
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庸
砦
予
饗
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優
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属
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り
麗
露
る
壕
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蓋
・
δ
全
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書
身
禽
定
ぞ

薯
．
、
規
翻
蒙
主
登
濠
督
獲
お
や
）
に
、
謂
力
罐
嚢
島
饗
く
、
裁
讐
翁
肇
黎
竃
み
淫
な
装
、

肇
姦
乞
薯
携
象
髪
か
姦
蓋
擦
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を
奮
こ
と
、
に
参
商
蒼
譜
義
事
ゑ
毒
婁
で
あ
ゑ
，
惹

透
醤
嶋
ル
諺
琵
壷
奪
紫
．
欝
聲
嚢
輩
馨
霧
亮
し
去
る
ご
姦
、
韮
蓑
霧
垂
ぐ
籍
君

る
．
撃
ら
、
聯
粟
財
に
撃
る
竪
、
、
魯
漿
鹿
皇
蒙
審
集
ふ
ぎ
妻
は
、
先
づ
舞
弩
と
愚
身
、
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の
董
は
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蓉
醤
蔚
禦
甕
笠
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響
藻
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馨
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蔑
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薩
婆
法
整
づ
毛

　
　
　
　
　
甲
嶺
蕊
舞
象
り
藩
恥
敏
謬
婁
、
（
．
華
喪
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
．
蕊
　
　
｛
本
君



　
　
　
　
蓑
鍋
欄
鍔
燕
海
懲
琴
的
鱒
藁
六
着
．
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檜
な
々
、
帽
醐
例
潅
に
よ
翁
亡
、
讐
勤
欝
ぜ
r
ル
ざ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
斜
例
法
は
、
r
先
づ
、
・
鴨
成
文
法
と
轟
〔
つ
て
具
豊
的
准

演
規
を
竈
す
み
ρ
從
φ
て
ウ
一
箇
鶏
法
規
範
に
－
よ
づ
で
固
定
せ
ら
れ
る
聞
題
は
、
成
文
法
の
ぞ
れ
よ
り
も
遙
が
に
跳
い
の
で
あ

嘘
？

撫
之
、
、
歩
イ
．
シ
オ
．
二
7
シ
デ
ン
グ
墳
台
善
監
号
邑
凶
）
を
瀦
ビ
ク
ニ
7
メ
ク
ク
（
警
冨
5
鳥
9
恵
）
か
ら
環
拠
す
る
操
作
．
を
嚴

療
鷺
行
ふ

像
む
ぱ
浄
み
箇
夢
判
決
に
よ
り
て
固
着
せ
ら
れ
ゐ
』
法
規
範
は
釜
し
狭
い
も
砂
と
な
畜
（
一
づ
九
）
。
督
ラ
し
て
、
所
謂
モ
』
愛
万

畷
φ
癖
数
の
事
件
か
ら
新
柔
参
探
件
を
拾
ひ
，
出
す
こ
徴
絵
、
’
決
ル
て
難
し
い
二
と
で
は
な
い
。
期
や
う
な
、
・
法
の
欠
快
す
着
分
野
に
於
い

欄
．
遮
2

戯
判
官
は
漕
泣
法
岩
≧
同
一
⑳
地
位
甚
立
ち
、
・
欝
特
の
台
理
的
思
惟
を
φ
《
し
て
愛
當
な
規
範
を
判
衛
す
る
こ
ゼ
が
出
來
る
で
あ

樵
マ
鬼
家
、
に
、
い
判
例
の
も
零
び
固
定
し
t
問
題
に
つ
炉
て
ほ
、
裁
剰
官
は
先
例
に
從
は
な
け
れ
媛
な
ち
な
い
。
判
例
法
主
義
と
言
ふ
こ
ど

．

蟻
蚕
毒
毒
凶
．
溜
揚
東
燈
彗
薯
．
葛
盈
撃
る
の
蕩
黒
落
）
、
垂
整
盈
が
婆
奎
義
呈

嶺
』

罰
定
じ
海
も
⑪
と
諭
ぜ
ら
れ
る
こ
と
む
あ
る
（
＝
藁
）
。
け
劃
ど
も
、
制
擁
法
の
流
勤
牲
は
V
制
例
法
主
義
自
膿
を
搬
棄
じ
な
く
亡

告
苛
絢
東
性
の
理
愉
を
緩
和
す
ξ
こ
と
に
逮
ク
て
ヤ
伸
張
せ
し
め
ぢ
れ
洛
こ
≧
が
出
來
る
の
で
あ
つ
て
、
・
前
蓮
レ
牝
亀
う
に
、
．
既
罵
米
暫

．
甕
越
、
棄
國
糞
ウ
X
条
層
最
高
覇
斬
翁
例
蓼
毒
（
暑
艮
黄
量
｛
蓄
馨
ら
れ
て
ゑ
。
緩
黎
ぢ
れ
霧
東
牲
理
箭

爆
下
、

螺
「
不
丈
ト
の
規
範
〈
二
土
）
を
合
理
的
に
解
羅
し
て
行
く
な
ち
．
ぽ
メ
法
朗
安
定
牲
の
必
・
要
以
上
に
法
が
置
定
す
る
こ
と
は
｝
容

實
に
磯
備
こ
嘉
繋
る
震
嚢
の
糞
鑑
輩
欝
護
夢
璽
碁
享
．
而
薯
の
孟
犠
し
て
面
倒
で
あ
る
．
蕩

勢
翌
護
玄
霧
釜
舞
養
よ
窺
獲
、
哉
蓋
に
考
嚢
霧
審
鑛
る
夢
異
に
す
る
の
で
碧
。

　
邦
米
麗
に
は
、
域
交
法
の
激
が
極
め
て
多
ぴ
。
ざ
．
，
レ
て
許
，
護
擦
法
の
規
則
陪
レ
て
∀
簸
法
財
昼
事
訴
訟
法
・
窮
事
訴
訟
法
等
の
蕨
文
法

轟
序
に

総
定
鷺
ち
れ
て
ゐ
ざ
五
の
智
、
決
し
て
歩
く
な
い
有
様
で
あ
看
《
＝
三
〉
。
、
諺
れ
驚
も
、
－
披
の
地
に
於
サ
蚤
翻
定
法
は
・
、
飽
ぐ

裏
で
轡

2
つ
の
例
外
的
な
法
で
あ
』
勢
、
『
な
る
べ
く
こ
れ
を
狼
玄
、
、
嚴
格
、
に
解
程
す
岬
き
も
の
で
あ
あ
と
せ
ち
れ
る
』
ご
夙
図
）
。
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．
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．
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⑳
な
腰
、
任
意
φ
講
聞
的
棟
蓮
に
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藷
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翻
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澹
．
協
が
漆

鞍
婁
浬
諺
肇
蓼
濁
筆
藁
薯
憂
老
2
穣
諺
饗
零
豪
、
婁
保
零
玄
（
一
．
一
発

一
肇
、
詣
鰹
蓉
涯
、
善
書
書
等
窟
婁
（
唇
量
憲
房
側
毒
夢
輪
奮
箋
』
雀
禦

客昼”

馨
）
，
嘆
災
響
誘
電
護
畜
募
蓋
餐
び
凱
房
寧
皇
騰
塵
に
調
轟

黄
毒
欝
隔
築
償
婁
還
、
、
鐘
纂
豪
新
駕
・
醤
霊
灘
・
よ
潟
新
春
必
藩
参
唯
霧
誉
を
裾

し
磐
－
薯
必
考
盈
．
箋
讐
業
、
第
、
膏
事
雰
二
甕
の
墾
．
』
ら
霧
琵
必
讐
3
演
度
に
於
ギ
、
謹

諺
羅
を
讐
喰
冷
挙
同
馨
喜
（
一
葱
．

蓼
復薩に

於
け
遷
逃
．
澄
老
．
盆
拶
、
綴
¢
萎
艦
玄
喀
あ
マ
、
翼
を
璽
嬰
妻
趨
叢
澗

寮．。

・
喜
3
彦
に
漢
て
晃
2
窪
藩
霧
と
窟
る
馨
懸
《
裾
書
れ
陰
瀧
謬
寒
湖
醍
に
層

懸
査
封
し
て
撃
家
轟
爵
（
馨
馨
讐
鼠
豊
碧
ふ
．
修
め
窪
薯
舜
砦
琵
裟
辱
誕
必
要
蔭
度

に
勢
、
蕎
，
＾
穐
轟
喜
煮
書
覧
愈
毒
薩
舞
罫
聲
ぼ
ρ
轟
護
度
に
於

い
唇
魯
》
養
畏
裂
嬰
議
蛋
塁
鴬
壽
え
ゑ
祭
礫
房
る
（
と
．
δ
）
．

　
之
を
要
す
る
に
毒
鐙
擦
は
す
べ
τ
提
虜
の
魁
鵠
可
能
ガ
胤
最
靭
O
段
陵
に
於
い
て
擾
鑓
せ
ち
る
べ
鴎
一
繭
を
れ
以
蔚
の
段
階
に
提
蹴
可

　
　
　
　
　
業
編
糞
肇
籔
釜
掌
鮒
蔚
巌
（
ニ
ポ
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
・
輔
　
　
（
八
九
）



　
　
　
　
嚢
ノ
膣
鴛
事
、
葡
鱒
實
（
二
・
亮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
九
σ
）

襲
蹴
裂
凝
蕊
婁
許
言
盗
蓄
．
ふ
．
蓬
な
る
公
一
、
5
ガ

廓
《
覆
妻
を
筆
蓋
書
達
馨
と
蕃
襲
擢
参
驚
蔭
汐
－
璽

遷
ル
鴛
葉
薫
は
ぬ
讐
惣
し
、
熱
馨
の
俸
募
ね
塾
弩
灘
鐸
ら
れ
な
い
場
合
藁
導
あ
る
、
（
一
．
、
、
輔
、
鱒
）
遍
斯

雪
蒲
奮
梁
険
璃
裏
奮
馨
羨
摯
る
鐵
嬰
馨
ら
れ
て
ゐ
喝
．
、
苧
ス
藝
男
シ
毒
（
“
鴫
、
喬
唱
冒
．
薯

贋
諺
景
馨
・
に
警
．
慨
．
翁
零
嚢
誉
量
塵
灘
の
漕
己
禽
を
讐
す
寄
に
．
喜
の
諜

働喬

艇
譜
謬
“
耀
潅
い
の
蕩
つ
で
隔
．
繁
自
居
毒
を
籍
し
て
整
し
t
璽
脆
肇
擢
し
薫
は
号
呈

蔓
曇
畢
る
奮
璽
．
轟
を
再
學
る
量
を
許
ず
誉
か
否
盗
、
裁
僻
曇
象
っ
箸
る
．
．
耕
し
、
蓄
凱
な

馨
の
行
催
繋
み
券
霧
象
紀
耀
蓋
誉
つ
て
ゐ
≧
、
輔
、
輌
、
、
輔
）
．
薮
整
の
如
繧
、
蕗
で
蕊
饗
．
上

葺
画
峯
ら
糞
お
零
ゑ
葦
琶
、
、

　
う
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
ト
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
プ

壌
遷
難
が
鷺
う
港
灘
姦
署
忙
理
濃
．
、
規
製
箋
義
．
壽
る
と
層
く
、
肇
禦
あ
講
に
盈
意
渦

舜
嗜
．
制
亀
肇
瑠
譲
、
舞
秀
理
に
嘉
擢
論
程
る
の
覆
る
け
れ
ぴ
、
洩
、
饗
象
は
表
“
場
合
に
な
櫨

趣慧薄な

瀞
れ
ぱ
落
ぢ
盆
篠
あ
る
ま
隔
｛
．
β
舞
審
4
理
、
、
於
い
混
箋
の
用
ゐ
ら
れ
で
ゐ
番
ゆ
は
．
米
國
人

蓄
襲
婆
薯
薯
づ
蓄
る
か
ら
孫
な
夷
屠
秀
理
に
馨
て
窪
、
そ
の
嚢
意
夢
享
る
皇
あ
る
と
葦
陪

・
置
τ
、
播
ぎ
呈
は
ヨ
皇
＆
望
妻
を
煮
奪
と
奮
餐
い
。

董
繋
茎
婁
責
．
『
書
硬
直
不
難
喜
、
舞
響
窪
釜
蔑
面
、
璽
纂

ズ
藻
穿
蒙
あ
る
』
義
寒
糞
る
、
（
、
、
、
壼
）
の
姦
常
で
身
．
米
國
の
褒
は
多
智
．
儀
毘
餐
い
の
で
雪
．

養
罪
謬
幾
を
奏
欝
も
逡
．
（
墓
と
ぎ
藁
窪
姦
、
掌
忍
碁
の
讐
塞
霧
養
寄
襟
ら
れ
て



碧
と
捲
じ
ら
察
い
嘩
港
男
”
フ
モ
ぞ
し
｛
纂
嚢
透
裏
嶺
蓉
し
盈
ゐ
る
も
譲
、
欄
鵜
で
㎏
擁

婆
嶋
説
松
．
、
蕎
養
篭
、
蕩
ゆ
、
苓
み
指
蓼
落
姦
、
溜
蓄
禮
禦
量
的
窪
規
夢
ら
裁
る
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
し
か
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
り
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ
ズ
い
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
び

鷺
屡
怯
義
覚
嶢
な
羅
定
馨
養
騨
．
・
望
庭
．
、
黎
蟹
哩
夢
鶴
し
ρ
そ
の
激
姦
娑
虜
傷
る
乞
い

鴇
輿
｝
．
、
深
y
、
、
吾
讐
葬
細
な
定
と
墾
毒
吉
票
間
の
巖
と
が
、
薦
薄
、
逸
ら
穣
磐
ψ
、
」
刃

蓄
薯
養
鳶
煙
於
て
蹟
欝
峠
馨
製
の
倭
募
ぎ
馨
と
、
盈
故
に
．
｝
れ
に
蓬
の
萎
を
堅
－
糞

し
よ
、
フ
と
す
る
馨
湊
砦
形
肇
男
に
嚢
藩
澹
あ
2
ゑ
．
，
．

　
瞳
雛
提
出
の
履
序
悟
り
竜
法
憲
序
列
主
義
を
衆
用
ル
て
ゐ
る
こ
と
4
1
こ
れ
が
米
國
謹
擦
法
の
第
八
の
特
質
で
あ
る
。

　
　
（
一
二
三
）
　
口
篇
五
玉
四
夏
㌦
三
三
轟
頁
以
下
。

　
　
　
ど
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヤ

　
　
ハ
一
ユ
四
斌
蕪
ヂ
葺
穴
玉
質
弟
河
本
薯
奥
之
向
全
訂
民
事
訴
訟
法
提
婆
』
二
七
Q
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
（
二
釜
V
響
夏
零
轡
』
§
を
置
・

　
　
全
、
柔
）
．
憂
言
蓼
三
2
灘
醤
菊
婁
料
美
義
藍
多
黎
萎
警
嘉
董
Q
費
．

　
　
（
繍
二
七
図
ご
一
八
）
’
毒
曲
鵯
昌
亀
♪
月
①
菖
ぎ
ぎ
響
，
＆
一
憾
．
犠
㌦
魯
。

（（（（《（（（・
一齢一一騨塾騨働一一剛ゆ一〇
ゴ三繋雲三叢㌧三二
六玉茜三亭・一〇、九
））））））））

劉購’養擁
喜茶雄シ舜サ
賜聾晦舞
器郵坤看鋸
◎　　。　響　 （
　　　隔　　罵
　　　φ』　　）
　　　蜜　。
　　　、

廃
㌍
瞬
澄
撫
法
の
並
冨
士
ゲ
曲
特
賓
（
二
づ
完
）

に
匁
る
o

四
三

（
九
鴫
）



一
慮
欄
鐸
の
．
装
”
準
鰍
怠
”
償
λ
嵩
～
完
）

四
四

（
九
二
）

％
反
封
訊
問

長
潟
臓
盛
人
壌
馨
農
膠
、
礎
3
、
馨
鯉
問
璽
あ
麿
玄
も
、
各
騎
爵
肇
．
、
ふ
べ
茎
ゑ
，
が
、

着
濃
後
葵
重
讐
ル
て
攣
響
に
象
落
ゐ
重
ρ
で
あ
ゑ
ち
、
砦
嬉
な
嚢
菱
お
．

職
透
曝
養
い
弄
忽
の
馨
食
蟹
九
、
盗
蹟
儀
．
謬
．
笑
笙
蓼
暴
璽
二
巷
姦
蔑
鍵

の
傷
黄
義
舞
の
饗
蔭
乏
養
薄
、
雀
毒
・
営
蓄
人
に
ち
て
利
箸
受
客
嘗
奢
箏
書
る
ぞ

灘畷

壕
蕩
極
鯉
縛
移
孝
け
れ
ば
な
毒
い
．
．
之
に
仮
受
詣
書
薯
璽
璽
鐙
謬
藁
力
眉
の
譲
嘉
、
憎

唾
ん
で
婁
り
蟹
各
劣
輩
で
、
笈
霧
㌘
、
嘉
讐
と
哩
方
と
の
昌
．
鷲
優
書
凄
．
・
。
嘗
、
．
凄
し
三
、
、
舌

肇
言
霧
的
落
謹
毒
馬
は
身
2
胤
聖
｛
汐
る
．
．
欝
営
も
馨
も
、
奨
・
封
す
る
鴇
の
夢
有
し
、
．
薯
蓬

、
、
讐
篶
に
餐
際
あ
こ
と
答
参
房
茎
ε
段
察
國
麦
封
爆
爆
毒
爵
蕎
峯
る
も
の
も
て
扱
総

る
パ
“
蝕
恭
》
o

　
か
や
協
な
温
窪
撃
脅
景
と
し
堵
↓
反
封
訊
問
¢
》
式
が
鋼
度
化
し
て
拓
る
こ
乏
は
、
そ
の
著
七
い
特
色
で
凄
る
。
齢
が
國
に
於
か
ズ
略
從

聖嵐賞

事
業
戯
募
許
可
奪
裏
問
畜
と
躾
制
書
ら
慧
誓
書
で
肇
も
．
遷
濠

篭
書
は
“
て
糞
の
蚕
が
．
鍛
念
董
、
褒
更
に
之
妻
（
耀
霧
人
）
む
、
強
姦
繋
舞
、
薫
．

薪
し
、
、
そ
献
抵
4
鋭
馬
曇
の
凱
問
意
補
充
ず
蚤
使
命
を
有
す
す
に
逡
ぎ
か
ぴ
。
米
屠
に
於
い
て
は
、
．
一
艦
的
訊
麗
覆
と
～
ズ
で
は
な
鴫
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
じ
　
　
　
　
　
　
ト
ま
　

笹
に
恨
嶺
屡
、
蒲
ξ
て
凄
芝
れ
．
裏
訊
肇
讐
毒
人
績
勇
．
、
嚢
さ
れ
書
富
．
含
豆
量
』
遣

あ
表
現
さ
鳶
ゐ
ら
箆
舌
み
3
量
）
．
若
し
反
封
訊
問
が
相
手
方
に
よ
2
爵
害
せ
ら
れ
若
4
は
事
故
貧
建
態
行
し
鱒
な
か
う



際
叢
」
裏
訊
間
馨
の
努
奥
透
琢
？
で
、
現
．
卜
、
突
然
の
ひ
彦
け
の
爲
．
、
籔
問
を
受
け
罎
釜
贋
蓬

遷質蓄

蓋
竃
し
垂
審
翁
夢
．
毒
蕎
果
簿
翼
實
例
（
麗
婁
ル
身
選
・
）
．
蓄
る
偽
一

鷺
ぞ
、
甕
問
の
霧
を
摩
養
妻
筈
肇
幾
蓄
嘉
讐
．
、
蚤
訊
磐
童
寡
・
垂

僻
濠
つ
蚤
馨
潟
嚢
撃
強
隼
濤
導
輩
、
姦
澱
、
暫
妻
榛
利
を
婁
言
象
購
・
嚢
．
潔
嘉
棄

胤
璽
霧
身
h
｝
四
一
樽
）
．
着
養
箋
欝
の
壌
垂
こ
と
舞
な
豪
逡
。
．
暴
褐
を
霧
塗
い

潔
甚
膓
彊
農
蓑
壱
縢
渡
書
の
と
せ
弟
、
、
」
、
箋
聖
す
る
禁
欝
が
霊
し
て
ゐ
る
，
（
一
四
、
｝
）
．

蜘

遣
茂
叢
傷
は
．
母
謹
墨
肇
葵
諺
夢
淳
・
ゆ
で
皇

・
驚
曜
．
一
反
蓋
健
媛
に
養
竃
れ
る
2
、
逡
が
、
．
讐
．
溶
ポ
馨
な
－
、
そ
れ
は
、
糞
．
．
鴇
纏
を
験
茗
の
懲
ト

爆
沸
婁
び
鑑
の
正
蓬
婁
蕎
讐
毎
．
壕
・
し
江
も
の
を
違
隆
、
之
な
し
・
、
は
．
震
の
直
叢

甚
燃
覆
鍍
し
費
あ
薯
客
畢
．
斯
－
し
て
、
友
謝
喬
馨
は
』
直
接
訊
馨
に
現
れ
．
．
憲
、
霊
確
膣
礎

α
舞
夢
攻
塁
書
肇
挙
言
誓
峯
の
箭
を
許
さ
れ
ゑ
舞
）
．
鷺
射
方
護
、
肇
溜
碧
な
い
嚢
に

繋
｛
誓
嚢
で
ゑ
う
ご
砦
選
義
讐
の
軽
を
誓
る
逗
螢
誉
か
ら
で
禽
果
男
裁
舞
姦
馨

の
審
響
喜
芝
を
籍
に
養
し
て
ゑ
程
．
尤
垂
、
毒
虐
、
展
．
悔
、
併
し
、
舞
蓼
遺
に
書
漏
蓄
凱

嬰
．
藝
叢
卑
ξ
必
筆
甚
い
．
嚢
圭
翁
富
暮
易
蓋
、
房
養
馨
翁
定
し
健
む
・
で
逡
の
像
争
、

馨
て
警
の
雛
姦
－
こ
壱
考
藷
れ
犀
ら
菟
馨
簿
を
咳
簿
濠
て
は
、
毒
蓬
糞
蒐
譲
詠

遷嚢

惹
藁
人
藁
馨
霧
婁
雲
む
ぎ
．
婁
．
ぺ
撃
ぺ
か
争
、
蓬
あ
瑳
に
辱
ぎ
嚢
藷
示

凄
ご
ギ
詮
鑑
釜
釜
叢
く
蕪
陪
登
讐
管
い
畜
響
ゑ
毒
馨
霧
聾
於
ギ
亀
塁
．
謬
賓

　
　
　
　
　
灘
．
徽
雛
撃
舞
め
藩
‡
塗
鞭
虞
バ
ヱ
・
霧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
ま
　
　
　
（
識
叢
V



　
　
　
　
塗
讐
霧
渉
誉
，
率
豊
資
，
2
姦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
ハ
　
（
茜
）

塗
馨
す
履
ゆ
多
雄
す
垂
蓋
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．
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．
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．
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．
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藷
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．
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簿
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櫨
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憲
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．
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概
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．
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携
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憲
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